


















肥満度に関しては、年齢が進むにつれて成人時の肥満度との関連が強くなることが石川研

究でも認められ、2 歳以降の肥満を悪性肥満とする考えはある程度支持できる。また、石

川研究での 3 歳までのデータから推測すると、3 歳以降の肥満度と成人時肥満度との関連

はさらに強まることも予想される。石川研究では 2歳未満でも関連が認められたが、単純

に日常の小児肥満への指導をさらに若年化させるのには慎重であるべきであろう。成人後

の肥満に結びつくような好ましくない生活習慣がどのくらいの年齢で身につけゆくのかが、

小児肥満指導に適切な時期を決定すると考える。出生時低体重を循環器疾患のリスクとす

る仮説が登場した現在、乳幼児期の肥満のとらえ方はより複雑になってきたといえよう。

　一方、胎児期起源仮説は本態性高血圧の成因と予防の分野において新たな視点を提供し

た。母体内の発育障害は発展途上国をはじめ全世界的に存在する問題点である。わが国に

おいても戦後上昇傾向であった平均出生時体重は昭和 50 年代以降低下傾向にあり、この

背景には出産年齢の高年齢化、低体重児の死産率の低下などのほか、ダイエット等による

母親の栄養状態の悪化があることが推察される。本態性高血圧に対する第一次予防の最も

初期の対策として、妊婦の良好な栄養状態を通しての胎児の栄養改善が重要となってくる

であろう。


